
【表紙】

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成23年８月11日

【四半期会計期間】 第46期第１四半期（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

【会社名】 株式会社 昭和システムエンジニアリング

【英訳名】 SHOWA SYSTEM ENGINEERING CORPORATION

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　尾崎　裕一

【本店の所在の場所】 東京都中央区日本橋小伝馬町15番18号

【電話番号】 東京（03）3639-9051（代表）

【事務連絡者氏名】 経理部長　　財津　徳好

【最寄りの連絡場所】 東京都中央区日本橋小伝馬町15番18号

【電話番号】 東京（03）3639-9051（代表）

【事務連絡者氏名】 経理部長　　財津　徳好

【縦覧に供する場所】 株式会社大阪証券取引所

（大阪市中央区北浜一丁目８番16号）

EDINET提出書類

株式会社　昭和システムエンジニアリング(E05075)

四半期報告書

 1/14



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第45期
第１四半期
累計期間

第46期
第１四半期
累計期間

第45期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（千円） 873,670 839,5853,831,023

経常利益又は経常損失(△)(千円) △12,500 5,458 121,891

四半期純損失（△）又は当期純利

益（千円）
△4,392 △1,051 67,112

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 630,500 630,500 630,500

発行済株式総数（株） 4,810,0004,810,0004,810,000

純資産額（千円） 2,139,9262,159,2442,208,690

総資産額（千円） 3,811,4023,890,1084,051,549

１株当たり四半期純損失金額

（△）又は１株当たり当期純利益

金額（円）

△0.91 △0.22 13.96

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 10.00

自己資本比率（％） 56.1 55.5 54.5

　（注）１．売上高には消費税等は含まれておりません。

　　　　２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第45期については潜在株式が存在しないた

め、第45期第１四半期累計期間及び第46期第１四半期累計期間については１株当たり四半期純損失であり、

また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２【事業の内容】

　 当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。  

　

２【経営上の重要な契約等】

　 当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。
 
(1) 業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災及び原子力発電所の事故の影響により、企業の生産活

動や販売活動が一時的に中断されるなど、先行き不透明な状況で推移いたしました。

情報サービス産業においても、売上高が前年同月比マイナスで推移する中、ユーザー企業のＩＴ投資抑制が再び強

まり、受注獲得や受注価格に影響を及ぼし始めております。

このような状況の中、当社は重点顧客への要員シフトを強化し、要員の稼働率向上、エンドユーザーの新規開拓に向

けた組織横断的なプロジェクトの編成など、戦略的かつフレキシブルな「選択と集中」に取り組んでまいりました。

また、利益面では、プロジェクトマネージメント部門を強化して、プロジェクトの品質管理と採算管理を徹底し、採

算悪化防止に努めてまいりました。

その結果、当第１四半期累計期間の業績は、売上高839百万円（前年同期比3.9％減）、営業利益0百万円（前年同期

は営業損失20百万円）、経常利益5百万円（前年同期は経常損失12百万円）、四半期純損失1百万円（前年同期は四半

期純損失4百万円）となりました。
 

セグメントの業績は、次のとおりであります。
 
① ソフトウェア開発事業

ソフトウェア開発事業は、売上高806百万円（前年同期比1.9％減）、売上総利益85百万円（前年同期比44.4％

増）となりました。

② 入力データ作成事業

入力データ作成事業は、売上高26百万円（前年同期比25.0％減）、売上総利益2百万円（前年同期比48.3％減）

となりました。

③ 受託計算事業

受託計算事業は、売上高6百万円（前年同期比61.0％減）、売上総利益0百万円（前年同期は売上総損失0百万

円）となりました。

 

(2)財政状態に関する定性的情報

（流動資産）

当第１四半期会計期間末における流動資産は2,872百万円（前事業年度末比153百万円減少）となりました。主な

要因は売掛金が減少したことによります。

　

（固定資産）

当第１四半期会計期間末における固定資産は1,017百万円（同7百万円減少）となりました。主な要因はソフトウ

エア及びゴルフ会員権が減少したことによります。

よって、当第１四半期会計期間末における資産合計は3,890百万円（同161百万円減少）となりました。

　

（流動負債）

当第１四半期会計期間末における流動負債は354百万円（同116百万円減少）となりました。主な要因は未払法人

税等及び賞与引当金が減少したことによります。

　

（固定負債）

当第１四半期会計期間末における固定負債は1,376百万円（同4百万円増加）となりました。これは退職給付引

当金が増加したことによります。

　

（純資産）

当第１四半期会計期間末における純資産合計は2,159百万円（同49百万円減少）となりました。主な要因は配当

金の支払により利益剰余金が減少したことによります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 18,000,000

計 18,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,810,000 4,810,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ市場

（スタンダード）　

単元株式数

100株　

計 4,810,000 4,810,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

 

平成23年４月１日～

平成23年６月30日

 

－ 4,810,000 － 630,500 － 553,700

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。　

①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － 　　　　　　　　　－ 　　　　　　　　　－

議決権制限株式（自己株式等） － 　　　　　　　　　－ 　　　　　　　　　－

議決権制限株式（その他） － － 　　　　　　　　　－

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　3,700 　　　　　　　　　－ 単元株式数　100株

完全議決権株式（その他） 普通株式　　4,806,100 48,061同上　　　　　　　　

単元未満株式 普通株式　　　　　200 　　　　　　　　　－
一単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数 4,810,000　　　　　　　　　－ 　　　　　　　　－

総株主の議決権 － 48,061 　　　　　　　　－

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式91株が含まれております。 

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社　昭和システム

エンジニアリング

東京都中央区日本橋小伝

馬町15番18号
3,700 － 3,700 0.07

計 － 3,700 － 3,700 0.07

　 

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期会計期間（平成23年４月１日から平成23

年６月30日まで）及び当第１四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期財務諸

表について、監査法人大手門会計事務所による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,281,657 2,289,241

売掛金 620,974 405,856

仕掛品 8,176 59,299

その他 116,100 118,571

流動資産合計 3,026,908 2,872,969

固定資産

有形固定資産 148,268 146,244

無形固定資産 67,678 63,173

投資その他の資産

繰延税金資産 543,802 545,842

その他 336,570 333,558

貸倒引当金 △71,680 △71,680

投資その他の資産合計 808,693 807,720

固定資産合計 1,024,641 1,017,138

資産合計 4,051,549 3,890,108

負債の部

流動負債

買掛金 77,742 53,218

未払法人税等 74,461 3,432

賞与引当金 202,123 98,685

その他 117,000 199,328

流動負債合計 471,327 354,664

固定負債

役員退職慰労未払金 62,689 62,689

退職給付引当金 1,308,842 1,313,510

固定負債合計 1,371,531 1,376,199

負債合計 1,842,858 1,730,863

純資産の部

株主資本

資本金 630,500 630,500

資本剰余金 553,700 553,700

利益剰余金 1,208,028 1,158,914

自己株式 △1,352 △1,352

株主資本合計 2,390,875 2,341,762

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △2,805 △3,139

土地再評価差額金 △179,378 △179,378

評価・換算差額等合計 △182,184 △182,517

純資産合計 2,208,690 2,159,244

負債純資産合計 4,051,549 3,890,108

EDINET提出書類

株式会社　昭和システムエンジニアリング(E05075)

四半期報告書

 8/14



（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 873,670 839,585

売上原価 810,630 751,754

売上総利益 63,039 87,830

販売費及び一般管理費 83,357 87,039

営業利益又は営業損失（△） △20,317 791

営業外収益

受取利息 1,173 799

受取配当金 940 1,496

助成金収入 5,001 1,690

雑収入 701 681

営業外収益合計 7,817 4,667

経常利益又は経常損失（△） △12,500 5,458

特別利益

株式割当益 8,674 －

特別利益合計 8,674 －

特別損失

ゴルフ会員権評価損 － 2,600

特別損失合計 － 2,600

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △3,825 2,858

法人税、住民税及び事業税 1,047 1,047

法人税等調整額 △480 2,861

法人税等合計 566 3,909

四半期純損失（△） △4,392 △1,051
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【追加情報】

当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）　

　当第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。　

　

【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期累計期間に係る四半期キャッ

シュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償

却費を含む。）は、次のとおりであります。　　

前第１四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

　
減価償却費 5,238千円

　

　
減価償却費 6,529千円

　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 48,062 10平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日

定時株主総会
普通株式 48,062 10平成23年３月31日平成23年６月27日利益剰余金　

　

（持分法損益等）

　前第１四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

　該当事項はありません。

　

　当第１四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

合計
ソフトウエア開発 入力データ作成 受託計算

売　　上　　高 822,008 35,584 16,076 873,670

セグメント利益又はセグメン

ト損失（△）
59,040 4,770 △771 63,039

（注）セグメント利益又はセグメント損失（△）の合計は、四半期損益計算書の売上総利益と同額になって

おります。　　　

　　　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

合計
ソフトウエア開発 入力データ作成 受託計算

売　　上　　高 806,633 26,678 6,272 839,585

セグメント利益 85,256 2,468 105 87,830

（注）セグメント利益の合計は、四半期損益計算書の売上総利益と同額になっております。　　　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額     91銭     22銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（千円） 4,392 1,051

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 4,392 1,051

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,806 4,806

　（注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月10日

株式会社昭和システムエンジニアリング

取締役会　御中

監査法人大手門会計事務所

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 植木　暢茂　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 武川　博一　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 木下　隆史　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社昭和システ

ムエンジニアリングの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第46期事業年度の第１四半期会計期間（平成23年４

月１日から平成23年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任　

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を作

成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に表示

するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社昭和システムエンジニアリングの平成23年６月30日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点にお

いて認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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